
【知識及び技能】 

マット遊びの楽しさに触れ、その行い方を知るとともに、マットに背中や腹などをつけていろい

ろな方向に転がったり、手や背中で支えて逆立ちをしたり、体を反らせたりするなどして遊ぶこ

とができるようにする。 

 

第１学年２組 体育科学習指導案 

令和７年９月１６日（火） 

授業者  岡田 耕作 

１ 単元名 マットあそび 〜みほなんランドで遊ぼう〜 （器械・器具を使っての運動遊び） 

 

２ 授業づくりの構想 

（１）運動の持つ特性 

 

（２）児童の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）運動（学習内容）の系統性 

 

（４）単元の目標 

  

第３，４学年 幼稚園 第１，２学年 

Ｂ 器械運動 

ア マット運動 

イ 鉄棒運動 

ウ 跳び箱運動 

 

心身の健康に関する領域「健康」 

⑵いろいろな遊びの中で十分に体

を動かす。 

Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び 

ア 固定施設を使った運動遊び 

イ マットを使った運動遊び 

ウ 鉄棒を使った運動遊び 

エ 跳び箱を使った運動遊び 

 

 

  【思考力，判断力，表現力等】 

器械・器具を用いた簡単な遊び方を工夫するとともに、

考えたことを友達に伝えることができるようにする。 

 

【学びに向かう力，人間性等】 

マット遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守り誰とでも仲

よく運動をしたり、場や器械・器具の安全に気を付けたりする

ことができるようにする。 

 

器械運動系は、「回転」「支持」「懸垂」などの運動で構成

され、様々な動きに取り組んだり、自己の能力に適した技や

発展技に挑戦したりすることで、それらができる楽しさや

喜びを味わうことのできる運動（遊び）である。特に本単元

のマットを使った運動遊びは、日常では経験できない姿勢

で運動を行うため、感覚的な楽しさや喜びを味わうことが

できる。 

 この運動は、マットを使った運動遊びの楽しさに触れ、そ

の行い方を知るとともに、マットに背中や腹などをつけて

いろいろな方向に転がったり、手や背中で支えて逆立ちを

したり、体を反らせたりするなどして基本的な動きや技能

を身に付けることが大切な運動である。 

運動遊びを楽しく行うための簡単な遊び方を工夫する思

考力・表現力や、きまりを守り誰とでも仲よく運動遊びをし

たり、場や器械・器具の安全に対する感覚・技能を身に付け

たりすることもできる運動である。 

 

本学級の児童 25名（男子 13名、女子 12名）は、多くの

児童が「体育科が好き。」と答えている。また、体を動かす

ことが好きな児童も多く、体育科の授業に意欲的に取り組

む姿がある。しかし、夏休みまでの体育科の様子を見ている

と、得意でないことになると、挑戦する前からあきらめてし

まう児童が数人見られる。 

事前のアンケートによると、友達と運動するのが好きと

答えた児童が 96%であった。休憩時間に複数人の友達と仲よ

く鬼ごっこをしたり、大縄跳びをしたりして過ごす様子が

ある。ただ、体育の授業において、友達にこつを教えたり、

友達と協力して遊びを工夫したりする活動の経験はない。 

マットを使った運動遊びは、幼稚園や保育園でもしてお

り、マットを使った運動を楽しいと感じている児童は多い。

しかし、器械運動につながる基本的な動きの経験は少ない

ようである。 



（５）学びへの働きかけ（指導の意図） 

 

（６）単元の「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方 

関わり 低学年 具体的な活動・姿 

する 
・マットに背中や腹などをつけていろいろな方向に転がって遊んだり、

手や背中で支えて逆立ちをしたり、体を反らしたりするなどして遊

ぶ。（知識及び技能イ） 

・マットを使った運動遊びの簡単な遊び方を選ぶ。（思考力，判断力，

表現力等ア） 

・マットを使った運動遊びに進んで取り組む。（学びに向かう力，人間

性等ア） 

・接転技（ゆりかご、前転がり、後ろ転がり、

だるま転がり、丸太ころがり）をする。 

・ほん転技（うさぎ跳び、支持での川跳び、腕

立て横跳びこし、ブリッジ）をする。 

・平均立ち技（かえるの逆立ち、かえるの足打

ち、背支持倒立、壁のぼり逆立ち）をする。 

・マット遊びに何度も取り組もうとしている。 

みる 
・友達のよい動きを見つける。（思考力，判断力，表現力等イ） ・掲示物（友達の気付き）と比べて、自己の課

題や友達のよい動きを見つける。 

・教師や友達の手本を見て、技の成功につなが

るポイントを見つける。 

・学習の記録をわたしたちの体育に書く。 

支える 
・考えたことを友達に伝える。（思考力，判断力，表現力等イ） 

・順番やきまりを守り、誰とでも仲よくする。（学びに向かう力，人間

性等イ） 

・器械・器具の準備や片付けを、友達と一緒にする。（学びに向かう力，

人間性等ウ） 

・転がるときなどに、危険なものが無いか、近くに人がいないか、マッ

トなどの器械・器具が安全に置かれているかなどの場の安全に気を

付ける。（学びに向かう力、人間性等エ） 

・振り返りの時間に、運動のこつや友達の動き

のよさを発表する。 

・友達を応援したり、アドバイスを行ったりす

る。 

・マットの準備や片付けを友達と協力して行

う。 

知る 
・マットを使った運動遊びの行い方を理解する。（知識及び技能イ） 

 

・様々な転がり方や支持の仕方を知る。 

・「わたしたちのたいいく１」を活用し、マット

を使った遊びや動きについて知る。 

・マットの準備の仕方、安全な使い方を知る。 

１ つくる／はぐくむ（＝学習の個性化） 

〇場の設定 

・活動時間を確保し、様々な動きに取り組むために、４つの場を確保する。単元後半には、４つの場をローテーションしながら学習

を行う。ジグザグマットやさかみちマットなどマットの形によって場を分ける。いろいろな場でマット遊びをする楽しさに気づく

ことができるようにする。 

〇アナロゴン（感覚運動に類似した予備運動）を取り入れる。 

・準備運動（やってみよう）で、動物歩きなどのアナロゴンを取り入れる。本時の内容や前時までの学習を踏まえて、少しずつ準備

運動で取り入れるアナロゴンを変えながら行う。楽しみながら基礎感覚を身に付けることができるようにする。 

２ あつまり、ともに、つながる（＝協働的な学び） 

〇単元構成 

・児童をつなぐ支援として、３～４人組で 8グループ作り、チームで協力してマット遊びをする楽しさに気づかせたり、技能の向上

につなげたりしていきたい。運動能力のみでグループ分けをするのではなく、友達にこつや動きの良さを伝えることができる力も

考慮してグループ分けをすることで、協働的に学べる環境づくりをしていきたい。 

・単元前半では、基礎的な動きを取り入れながら、児童同士をつなぐ声かけをして、友達と協力して学習する素地を身に付けられる

ようにしたい。きまりや順番を守って安全に用具の準備をしたり、マット遊びをしたりすることができるようにする。また、友達

の良い動きを見つけて肯定的な言葉がけをすることで、楽しく学習に取り組めるようにしたい。 

・単元後半には、マット遊びを工夫して行う。いろいろな形のマットで工夫して遊ぶことで、マット遊びをより楽しめるようにする。

グループの友達と動きをそろえたり、手をつないで転がったりするなかで、友達とマット遊びに取り組むよさに気づかせるように

したい。１年生でマット遊びの工夫の仕方を理解しておくことで、２年生になった際に、自分たちで工夫して楽しくマット遊びに

取り組めるようにしたい。 

３ 誰でもアクセスできる（＝指導の個別化） 

〇易しい体育の実現 

・マット遊びが苦手な児童も主体的に楽しく学習できるように、自分の運動経験や体力レベルに合わせて動きを工夫してマット遊び

ができるようにする。 

・私たちの体育のイラストを大きく掲示してその中にこつを書き込んでいき、いつでも見られるようにしておくことで、技のポイン

トを意識しながらマット遊びに取り組めるようにする。 



（７）単元の流れ及び評価の計画 

 １ ２ ３ ４ ５ ６（本時） ７ 

主なねらい 
学習の進め方を 

理解しよう。 
いろいろなマット遊びをしよう。 マット遊びを工夫しよう。 

核となる 

学習内容 

・学習のねらい

と進め方 

・問いづくり 

ほん転技の運動 平均立ちの運動 接転技の運動 
遊び方を工夫する。 

友達と運動に取り組む。 

学習活動 

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・
準
備
の
仕
方
、
安
全
な
活
動
の
仕
方 

・
や
っ
て
み
よ
う
を
行
う
。 

集合、挨拶、場の準備→ねらいの確認 

＜やってみよう＞   クマ→アザラシ→ゆりかご→うさぎ跳び 

※少しずつ多様な動きを取り入れる。 

 

 

・ほん転技の運

動遊び（川跳び、

腕立て横跳びこ

し、ブリッジ）を

行う。 

 

・ほん転技（川跳

び）のこつを考え

る。再度、川跳び

をやってみる。友

達に評価（ほめ

る、ハイタッチ）

してもらう。 

 

・工夫して川跳

びをする。連続回

数を友達と数え

合う。 

 

 

 

 

・ほん転技の運

動遊びを復習す

る。 

・平均立ちの運

動遊び（かえるの

足打ち、首倒立、

壁のぼり逆立ち）

を行う。 

・平均立ちの運

動遊び（かえるの

足打ち）のこつを

考える。友達に評

価してもらう。 

 

・工夫してカエ

ルの足打ちをす

る。友達と動きを

そろえて行う。 

 

 

 

 

・平均立ちの運

動遊びを復習す

る。 

・接転技の運動

遊び（丸太転が

り、だるま転が

り、前転がり、後

ろ転がり）を行

う。 

・接転技（前転が

り）のこつを考え

る。友達に評価し

てもらう。 

 

・工夫して丸太

転がりをする。手

をつないで転が

る。 

 

 

 

 

・さかみちマッ

ト、ジグザグマッ

ト、でこぼこマッ

トを準備する。 

 

・グループで場

を回りながら、接

転技の運動遊び

をする。 

 

・これまでに学

習した工夫（連

続、シンクロ、手

つなぎ）を参考に

して、マット遊び

を行う。 

 

 

 

・さかみちマッ

ト、ジグザグマッ

ト、でこぼこマッ

トを準備する。 

 

・グループで場

を回りながら、工

夫してマット遊

びをする。 

 

・マット遊びの

工夫を発表する。 

 

・グループで遊

びたい場を選ん

で、工夫してマッ

ト遊びをする。 

 

 

 

・さかみちマッ

ト、ジグザグマッ

ト、でこぼこマッ

トを準備する。 

 

・グループで遊

びたい場を選ん

で、工夫してマッ

ト遊びをする。 

 

・マット遊びの

工夫を発表する。 

 

・再度グループ

で遊びたい場を

選んで、工夫して

マット遊びをす

る。 

評
価
の
計
画 

知  ④（観察） ③（観察） ②（観察） ②（観察）  
①（観察・

ビデオ） 

思  
 

  ①（観察） 
①（観察・

ビデオ） 
②（観察） 

態 
①（観察・

ビデオ） 

 
③（観察）   

②（観察・

ビデオ） 
 

 
 

具
体
的
な
評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①マット遊びの行い方を知っている。 

②マットに背中や腹などをつけていろい

ろな方向に転がることができる。 

③手や背中で支えて逆立ちをすることが

できる。 

④体を反らせて遊ぶことができる。 

①マット遊びの簡単な遊び方を選んで

いる。 

②友達の良い動きを見付けたり、考え

たりしたことを友達に伝えている。 

 

①マット遊びに進んで取り組もうと

している。 

②順番や決まりを守り、誰とでも仲

良く運動をしようとしている。 

③場や器械・器具の安全に気を付け

ている。 

 

 

振り返り 

活動① いろいろなマット遊びをしよう！ 活動② マット遊びを工夫しよう 



３ 本時の学習（６／７） 

（１）本時の目標     ・マット遊びの行い方を理解することができる。【知識及び技能】 

 ・マット遊びの簡単な遊び方を工夫することができる。【思考力、判断力、表現力等】 
        ・順番や決まりを守り、誰とでも仲良く運動をしようとすることができる。【学びに向かう力、人間性等】 

（２）準備 ホワイトボード マット ふみきり板 カラーテープ わたしたちのたいいく１ カラーコーン スピーカー ipad 

（３）展開 

 

学習活動 教師の支援（○、吹き出し）と評価★ 

１ 場の準備をし、やってみよう（準備運動）を行う。（７分） 
２ 本時のめあてを確認する。（２分） 
 
 
 

       楽しくなる工夫をしてマット遊びをしよう。         
３ 場を回りながら工夫してマット遊びを行う。（１２分） 
○さかみちマット 
 
 
 
 
 
 
○ジグザグマット（2丁場） 
 
 
 
 
 
 
○でこぼこマット 
 
 
 
 
 
 
４ マット遊びの工夫を発表する。（５分） 
 
 
 
 
 
 
５ グループで場を選び、工夫してマット遊びを行う。（１２分） 
  
 
 
 
 
 
６ 片付け・振り返りタイム（７分） わたしたちのたいいく１に振り返りを書く。 

○ホワイトボードに本時の活動を掲示し、学習の見通し
を持たせる。 
○安全に準備ができるように、活動グループで声を掛け
合いながらマットの準備を行わせるよう指示をする。 
○今までの学習で児童がやっていた工夫を紹介する。 
○工夫カードを示し、工夫のポイントをおさえる。（シ
ンクロ、連続、手つなぎ、じゃんけん） 
 
○グループに1つの場を用意することで、運動学習時間
を確保し、基本的な感覚を養うことができるようにす
る。 
○みんなで動きを工夫しようとしているグループを称
賛し、グループでの会話を促す。 
○友達にアドバイスしたり、励ましの声かけをしたりして

いる児童や意欲的に運動に取り組んでいる児童を積極的

に称賛する。 

○わたしたちのたいいく１を拡大印刷したものに、今まで

の学習で見つけた動きのこつを書き込み、掲示すること

で、児童がいつでも見られるようにする。 

★マット遊びの行い方を理解している。【知識・技能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯みんなで動きの工夫をしていたグループを紹介する。（連

続、シンクロ、手つなぎなど） 

○どんな動きだったのかを尋ねることで、児童が遊びの工

夫を考えられるように促す。 

★マット遊びの簡単な遊び方を工夫している。【思考・判断・
表現】 

 

○グループでどんな動きの工夫をしてマット遊びをしたい

のかを話し合わせることで、場を選ぶ視点を持たせる。 

○待っている児童にグループの友達の動きを見させること

で、良い動きに対して声をかけたり、まねをしたりする

ことができるようにする。 

★順番や決まりを守り、誰とでも仲よく運動をしようとし

ている。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

◯わたしたちのたいいく１を活用して振り返りを行うこと

で、学習してきたことを積み上げ、成長を実感できるよ

うにする。 

○次時のめあてを確認する。 

核となる言葉かけ 児童のつぶやき 
言葉かけ・教え合い 

次は、工夫した楽しい動きを伝え合いなが

ら、みんなでみほなんランドを遊びつくし

ましょう。 

どうしたらもっと楽しくなるかな？ 

手をつないでやっていたね。動

きがそろいやすいな。【みる】 友達がやっていたのをまねし
てもっと楽しみましょう。 

もっと転がる回数を増

やしてみよう。【する】 

いろいろな動きを組み合わせ

てみよう。 

2人組で動きをそろえる。【支】 

いろいろな動きを組み合わ

せると楽しいな。【する】 

かっこいい動きだな。やってみたい。

【みる】 

いろいろな技をつなげてできて、

楽しかった。 
友達と動きをそろえてできて、

楽しかった。 

技を組み合わせたいな。ジグザ

クマットでやろうよ。【支】 

どんなところが楽しそう？ 

連続で転がってみよ

うかな。【する】 

転がり方を変えてやってみたら

どうかな。 

いろいろな方向に転が

ってみるよ。【する】 

友達と一緒にすると楽しい

な。【する】 

動きをそろえてやってみた

らどうかな。 

手をつないでやると楽しいな。

【する】 

組み合わせてできて

うれしいな。【する】 

動きがそろうと気持ち

がいいね。【する】 
2人組でやってみよう。

【する】 

転がる距離を競って

みよう。【する】 
たくさん転がれてう

れしいな。【する】 

イラストは「わたしたちのたいいく１ ２０２５年版（文教社）」より引用 


